
「リサイクルによって生き返った埋立処理場」 

 

１０月２１日付当地 Nation紙は、国際協力推進協会(ＡＰＩＣ)の「太平洋・カ

リブ記者招待計画」により訪日した同紙エバンソン記者の鹿児島県大崎町の廃

棄物管理（３Ｒ）に関する記事を掲載しているところ、概要以下のとおり。 

 

１ ２０００年、緑豊かな森林に覆われた盆地に位置する大崎町に廃棄物埋立

処理場が開設された。当初１５年の使用が見込まれたが、場合によっては５年で

ほぼ埋め尽くされるかもしれないという、悲惨な予測が現実的となった。そのた

め同町は住民を巻き込んでリサイクルを開始したところ、同処理場は５０年延

命された。 

 

２ 同町は、コンポスト施設を作り、家庭からの生ゴミ、木の枝等の堆肥化を開

始した。これにより、現在では１万２千世帯から集めた材料から、毎日３トンの

有機肥料を生産し、家庭や農家に安価で販売している。 

 

３ 同町の分別回収は、缶やペットボトルから始まり、１６年間で１４品目が追

加され、合計１６品目になった。現在、町民の各世帯は、蛍光灯、古着、乾電池、

小型家電、壊れた鍋などを含め２７品目の分別を行い、これらが収集容器で回収

される。 

 

４ ２０１４年以降、同町は埋立処理場への廃棄物の持込みを禁止したことに

より、廃棄物埋立処理量が６割減少。かつて存在していたメタンガスによる悪臭、

カラスやネズミによる害もなくなった。現在、同町では試験的に世界初の紙おむ

つのリサイクルを試みているとのことである。これらの取り組みにより、同町は、

廃棄物ゼロとなる日が来ると期待する。 
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